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Anti-HA-tag (6B3) Mouse IgG MoAb 
 

容量 : 100 μg 

 
はじめに : HAタグは、インフルエンザウイルス・ヘマグルチニン (HA: hemagglutinin) タ

ンパク質のアミノ酸 9 残基 (YPYDVPDYA) に相当するペプチドで、組換えタ
ンパク質に融合するエピトープタグとして利用されており、この HA タグに対
する特異的な抗体を用いることで、ウエスタンブロット法や免疫蛍光染色によ
る局在解析等が行われております。本抗体は、HA タグ N 末融合タンパク質お
よび C末融合タンパク質の検出に有用です。 

 
免疫抗原 : HA 部分合成ペプチド (YPYDVPDYA) 
 
起源 : マウス × マウス ハイブリドーマ (培養上清) 
  (X63 – Ag 8.653 × BALB/cマウス脾臓細胞) 
 
クローン名 : 6B3  サブクラス : IgG1 
 
精製方法 : Protein A精製 
 
包装形態 : 1% BSA, 0.05% NaN3含有 PBS 1.0 mLに溶解したものを凍結乾燥 

 

再生方法 : 精製水 1.0 mL添加 (この時濃度は 100 μg/mLとなります) 
 
保存方法及び : 2～8°C保存  5年間安定 
安定性  溶解後 -20°C保存  2年間安定 
 
使用目的 : 免疫蛍光染色 1～3 μg/mLにて使用可能 
 :  ウエスタンブロット法 0.1～1 μg/mLにて使用可能 
 : 免疫沈降法 10 μg/testにて使用可能 
 : フローサイトメトリー 0.7～2 μg/mLにて使用可能 
 
 
特異性 : HAタグ N末融合タンパク質、C末融合タンパク質 
 

提供 : 福島医薬品関連産業支援拠点化事業により開発された抗体です。 

 


